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・人と口ボットとのインタラクションデザイン 

・ロボットシステムとの新しいコミュニケーション手法 

・コミュニケーションやインタラクションの認知科学 

所属学会・協会： 

キーワード： 

技術相談 

提供可能技術： 

研究内容： 

―「より便利に、より簡単に。」だけにとどまらない。 

私たちは最先端の技術を駆使したロボットやシステムを使い始める際〈利便性〉や〈機能性〉をどうしても求 

めてしまう。こうした高いテクノロジーに対して私たちはその期待感から受動的な存在となってしまい、ときに 

は人の傲慢さを引き出してしまうこともある。 

本研究では、〈関係論的なロボット〉や〈不便益〉、〈社会心理学〉などの幅広い分野の観点から、人が元来も 

っている優しさ ゃこれまで培ってきた経験や工夫を引き出したり、新たな発見や学びを生み出す 

ようなインタラクションデザインとソーシャルなロボットの構築を進めています。 

口 物陰から群れをなして見守るロボットを援用し、直接的な言葉を交わしていなくとも、雰囲気や振る舞い、 

同じ場にいる一体感から立ち現れてくるコミュニケーションや、見守りつつ見守れている相互構成論的な人 

とロボットとの共生論の構築。 

口 「もどかしさ」を備えたロボット〈Column> を用い、周囲の人たちの応援やなり込み、協調などを引き出 

す。ロボットの制御に伴う「もどかしさ（＝不便さ）」による、参加者間の個人間協調を生み出すことでソ 

ーシャルメディェータとしての機能やインタラクションデザイン手法を確立。 
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